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　ゲ
ー

テ （｝749 −1832 ）の 「色彩論』は 18 ］0 年

の刊行。内容は三部 作と して知 られ 、生理的色彩
・

物理 的色彩
・
化学的色 彩

・
心理 的感性 的色彩 を体系

的に論 じる 「教示 篇」、ニ ュ
ー トン の著作 「光学』を

逐条 的に分析
・
論 破する 「論 争篇」、そ して 古典古代

の ピ ュ タ ゴラス に始 ま り、ゲ
ー

テ と同時代の ロ バー

ト
・ブ レ ア の 著作d　794 ）に い たるま で 厖大な色彩研

究史 を 詳細 に あ と づ け る 「歴 史篇」か らな る a

　ゲーテ 色 彩論の 研究者は 現時点 で は、まず ミ ュ ン

ヘ ン 版 ほ か の ゲーテ 全集を 用 い る が 、最良 の 校訂 と

注 釈は レ オポル デ ィ
ー

ナ版
丁
ゲ

ー
テ 自然 科学論集 1

をおいて ほかにな い 。 この 全集の テ ク ス ト篇は 、色

彩論 は じめ 、植物学、動物学、地質学、気象学など

ゲ
ー

テの 自然 科学研 究を網羅 する 11 巻か らなり、色

彩論
・
光学関連の著作 ・論考だけで も 5巻に 及ぶ。ゲ

ー
テの科学論の理解は、こ の 全集か ら始ま る 。

　 「色彩論 』は上記 したよ う に 三 部作 な の だ が、そ

の刊 行時の構 成は正確 に は 、第一巻に 「教示篇」と

「論争篇」を、第 二 巷 に 「歴 史篇」を収め、そ して大

きめ の四 つ 折り判による 「図版集」を加えた三 冊本

であ っ た 。 き わ め て 重要な点は 、ゲーテ が図版集を

独立 した
一

冊と して 出版 した事 実だ （日本 では工作

舎が世界で 唯一の 同形式完訳版 を ］999 年に刊行）。

　図版集を独立させ た意味は、読者に こ の 図版上 で

実 際 に色 彩 の 「見 え 方」 を 体験 させ る ため で ある 。

ゲ
ー

テは初 期の著作 「光学論 考』 で は カ ー
ド図版を

添付 さえ してお D 、法則の合理性を重視する近代科

学 に対 して 、感性的経 験や実 践性を重視する 「科学

者ゲ
ー

テ」の姿勢 がよ くうかがえよ う 。

　図 且a はプ リズム で こ の 図をみる と、臼と黒 との境

界に色彩が生 じる。その見え方を説明 しつ つ 、ゲ
ー

テ

はふ と、別種な見え方につ い て も注意を喚起 する

図左 の 黒地の 自い丸と、白地の黒 い丸 では大 きさが違

っ て 見えるも の だ、と。ゲ
ー

テ はまさに、知 覚心理学、

視覚科学、認 知科学の 開 拓者に ほ かな らな い 。
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